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第二種郵便物承認 HSK通 巻4939号 2019年 3月 13日発行

寒 中お見舞い申し上げます !

寒い日が続いていますが会員の皆様方,お子様達にはお変わりな

いでしょう力■日本全国でインフルエンザが猛威を振るつています。

特に障害の重い人たちは感染すると重篤な症状になることがあ

ります。予防には細心の注意を払いたいものです。

さて今年度も賛助会員の皆様方,匿名の方,金沢のライオンズク

ラブなどからご寄付を頂いております。みなさんのご支援のおかげ

で「守る会」の活動も続けていくことができています。

子ども達や保護者にとつて有意義な活動にしていきたいと考え

て取り組んでいます。今後とも皆様方のご協力をよろしくお願いし

ます。また,2020年 には東海北陸ブロック大会の担当が回つて

きます。

みんなで知恵を出し合つて実りある大会にしたいものですね。

HSK

壬妻幸隧「石 ノ|1守 る 会 」 NO_86

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者)
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保護者研修会が開かれました。 !!!
～つながり つながる つなぐ～

昨年 11月 25日 医王病院のソーシャルワーカー中本富美先生をお招

きして研修会を開催しました。

まず初めに参カロ者全員の自己紹介から始めました。普段はあまり聞く

ことのないみなさんの思いが開けて,なごやかな雰囲気の中で中本先生

のお話が始まりました。

最初にご自分の障害者との出会いやその時自分がどう接 してきたかな

どから話し始められました。また日本福祉大学在学中にバス事故で 22
人の仲間達を突然失つてしまった体験を通して自分自身を問い直してこ

られたとのことでした。そんな思いを持ちながら福祉の世界に踏み入れ

障害のある人達やその家族との関わりの中で学びながら歩んでこられた

とのことでした。病院に入つた当初はソーシャルワーカーそのものも知

られておらず孤独だつたそうですが,子ども達やその家族と出会い,繋
がる中でその思いに応えられてきました。

○障害のある子どもの思いに応えるためには多くのハードルがあるが,

それらを一つ一つ乗り越えていくことが求められる。そのためには家

族,地域,病院,学校などを繋いでいく仕事が大切になる。

○重い障害の子どもの家族 (母親)の迷いに同じ経験を持つ人がつなが

ることでそれぞれの思いを分かち合うことができる。

○災害から尊い命を守るためにあらゆる場面を想定して,子どもと家族

病院,支援センタニ,事業所,行政などが一緒に創 り上げていくことが

大切である。

最後に多くの経験の中から学び自分が信頼される存在になつてつなが

りの創造者になっていく必要があると感じられているとのことです。

そして病院以外の子どもに関わる多くの活動に参加されているとの報告

もありました。

。今まで声をかけてよいのかわからなかつたが,気軽に声かけできるこ

とがわかつてよかつた。

・親側に立ってくれての想いを聞けてうれしかつたです。何かあれば相

談したいと思いました。

ジ ーシャルフーカーになるまでの自分のことを話してくれて優 しさを

感 じました。

・病院の枠にとらわれず様々な活動をされていて素晴らしいと思いました。
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昨年 能美・自山・金沢三市のライオン

ズクラブより本会にご寄付を頂きました。

山本会長が贈呈式に参加して目録を頂き

ました。お礼の言葉を述べるとともに感

謝状をお渡ししてきました。

障害の重い子ども達がその命の限り安

心して暮らしていけるための活動に使

わせて頂きたいと思っています。

ありがとうございました。

報 提

*元 NHKア ナウンサーの内多勝康さんが医療的ケア児と家族のために

開設された「もみじの家」のハウスマネージャーとして就任されてい

ます。「もみじの家」は医療型短期入所施設で 19歳未満の医療的ケア

児と重症心身障害児が利用できます。家族と一緒に泊まってもいいし

子供だけでも泊まれます。 24時間の医療体市Jが整っていて安心して

過ごすことができます。最大 11人の子どもが泊まれるのですが申し

込みが殺到していて希望の日に利用するのは難しいようです。(詳 しく

は両親の集い 12月 号をご覧下さい)

*NPO法 人地域ケアさぽ―と研究所が訪問教育を卒業された人を対象

に家庭などを訪問して学習を行 う「訪問カレッジ@希林館」に取り組

んできました。一人一人の個性に合わせて週 1回 2時間の学習をして

いるとのことです。スタッフは退職した教師がヘルパーの資格をとつ

て学習支援員として訪問しているとのことです。 (詳 しくは両親の集い

10/11月 号をご覧下さい)

在宅のみなさんへのお願い

厚生労働省障害保健福祉部より「医療的ケア児等医療情報共有推進業」

の実施にあたり在宅会員に対して事前登録の依頼がありました。

この事業は医療的ケアの必要とする者が遠方への外出・余暇 。学校生

活における緊急時に備えてあらかじめ医療情報発信しておくことによ

り迅速に治療を受けるシステムを構築するためのものです。

ぜひ送付された事前登録用紙に記載して返送して下さるようお願いし

ます。
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「守る会」へのご協力ありがとうございます。

今年度も多数の皆様から賛助会費並びにご寄付頂きました。

重い障害のある子どもたちのために有効に使わせて頂きます。

山田美智子様 今井千代子様 板野かず子様 星山敬俊様

山本久男様 中田勝久様 若村修様 北川明子様 和泉美智枝様

谷内久―様 横井透様 山畑寿美子様 越野亜都子様 泉達郎様

越坂由紀子様 東清美様 松坂明様 山本信一様 西脇瑞枝様

河合隆平様 木下浩美様 音弘志様 犀川明子様 野間比南子様

ライオンズクラブ様 匿名希望の方

5月 19日 (日 )13時 ～ 15時  医王病院地域医療研修室

石川県重症心身障害児 (者)を守る会総会

6月 8日 (土)～9日 (日 ) 東京 グランドプリンス
す
テル新高輪

全国重症心身障害児 (者)を守る会全国大会

9月 22日 (日 ) 石川県産業展示館  4号館

石川県障害者ふれあいフェスティバル

11月 16日 (土)～ 17日  名古屋市

全国重症心身障害児 (者)を守る会東海北陸ブロック大会

来年度の主な行事日程です。これら以外に石川支部独自の行事も計画し

たいと思つています。ぜひご意見をお寄せ下さい。

尚 大会参加については支部より補助を出す予定です。

編集人  石川県重症心身障害児l■lを守る会

連絡先  929 0123石川県能美市中町ツ 88-1
■弘0761--56-0610

会長  山本 衛

発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価    30円
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